
 

制約があるからアイディアと工夫が生まれる 

切り拓け! 自分の人生!! 

校長 新保 英博   
 

卒業式から約３週間がたちました。年度末を迎え、我々職員は一年間のまとめと締めくくり、

次年度に向けての準備をすすめているところです。卒業生はじめ１，２年生の皆さんも「新しい

学年では、こんな自分になりたい。」「○○を頑張る。」など抱負をもち準備を始めている人も多い

と思います。 
人が新たな時間を歩み始めるとき、最初からすべてが準備され、何もかも都合良く上手くいく

人などどれだけいるのでしょうか。ほとんどの人は、自分の努力で自分の歩むべき方向を切り拓

いていると思います。 
少し古い話になるのですが、平成２８年の正月に行われた「第９４回全国高校サッカー選手権

大会」で、決勝まで勝ち進んだ國學院久我山高校サッカー部は自分たちの力で大きなハンディキ

ャップを乗り越え、全国準優勝まで果たしました。当時のエピソードを少し紹介したいと思いま

す。 
グラウンドは、野球部と半面を分け合って練習 
部員は２００人を超える大所帯 
紅白戦、戦術練習、ポゼッション練習ができない  等 

今の世の中、スポーツ環境に対して欲を言ったら切りがないほどです。 
しかし、学校のルールを守る中、厳しい環境をあえて受け入れ結果を出しました。同校サッカ

ー部の当時の監督は「制約があるからアイディアと工夫が生まれるのです。制約があることで創

造性も出てくる。制約のないところで創造性は出てこないと思います。」と述べています。 
自分の置かれている環境を受け入れ、「何ができるのか」「何をすべきなのか」「自分の強みは何

か」を良く考え、行動すれば自ずと視界は明るくなってくるといういい例だと思います。一般的

に「隣の芝生は青く見える」と言います。逆に、隣の人から見れば自分の芝生も青いのだと思い

ます。 
 周囲に惑わされることなく自分を見つめ、自信を持ち、目標に向かって人生を切り拓いていっ

てください。 
 
 

教育目標「進んではげむ、心ゆたかな生徒」 
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○ 第 50回卒業証書授与式を挙行しました 

 

  感染症拡大防止のため、在校生、御来賓の参列が３年連続でなくなり、卒業合唱も行えない

という状況の中での卒業式でしたが、卒業生の態度はとても立派でした。 

会場の空気が引き締まり、凜とした雰囲気の中で、一人一人が、校長先生から、卒業証書を受

け取りました。卒業生の立派な姿を、在校生や地域の方に、直接見ていただけなかったのは残念

でしたが、50周年にふさわしい式が挙行できました。 

卒業生の新生活での活躍を、期待しています。 

卒業生は校長先生から「五つの誓い」という言葉を送られました。紹介します。 

 

＜五つの誓い＞ 

心は、人の痛みがわかるために使おう 

手足は、人を助けるために使おう 

目は、人の良いところを見るために使おう 

耳は、人の言葉を最後まで聴いてあげるために使おう 

口は、人を励ます言葉や感謝の気持ちを言うために使おう 

（越塚勇人『命の授業』） 

 

＜卒業式スナップ＞ 



 

○ お世話になりました 

 

  令和３年度末の人事異動で、５名の教職員が、退職、転出いたします。ご挨拶させていただ

きます。 

 

新保 英博 校長先生 （退職） 

 この３月末日をもちまして、定年退職することになりました。

三十八年間の教職人生で、中学校八校、二つの行政に勤務させて

いただきました。東蒲と佐渡では単身赴任も経験しました。楽し

いことばかりでもなく、辛いことばかりでもない、振り返ると

様々な情景が思い起こされてきます。昨年１０月「バラ色の人生

を送るために」という全校授業をさせてもらいました。人それぞ

れ、物の見方や考え方は違います。しかし、生きる目的は皆同じ

で「幸せになる」ことだと考えます。この「幸せ」も人それぞれ

に「幸せ感」をもっていると思います。私の教員人生を振り返る

と、彩り豊かな教職人生だったと言えます。人に恵まれたと感じ

ます。それは教職員、同僚の皆さんだけではなく、生徒や保護

者、地域の皆さんを含めてです。私の幸せ感は「人との巡り合わ

せがいいこと」につきます。 

 最後の勤務地、新発田市立東中学校でもいい出会いがありました。さらに、創立５０年とい

う節目にも巡り合うことができました。 

 退職後は、しばらくボーっとしていたかったのですが我がままを許してもらえませんでし

た。五泉市の学校で、違う形で働くことになります。これまでの恩返しをするつもりで、仕事

に励みたいと考えております。 

 三年間お世話になりました。ありがとうございました。 

 

１年２組担任 石山 享 先生（田上町立田上中学校へ転出） 

 

東中学校での三年間、地域の皆様、先生方、生徒の皆さんに支えられ楽しく過ごすことがで

きました。この三年間で多くの感動をもらい、皆さんの成長を目の当たりにできたことは私の



財産です。いつも素直で、まっすぐな東中生を私は大好きです。皆さんにはいつも助けられ、

感謝の気持ちでいっぱいです。皆さんには他の人を元気にできる、他の人の為になれるパワー

があります。いつもお世話になっている人達への感謝の気持ちを忘れず、東中学校を今以上に

素晴らしい学校にしていってください。あなたたちならできる！ 

三年間大変お世話になりました。ありがとうございました。 

 

学習室担任 小西 英佑 先生 （新潟市立木崎中学校へ転出） 

 

１年間大変お世話になりました。思えば去年の４月、希望と不安を胸に校門をくぐった日の

ことを懐かしく思い出されます。私は教員１年目だったので「先生」と呼ばれるのが新鮮で、

大勢の前で話すのが恐縮で、とても緊張したことを覚えています。生徒の皆さんと接する中

で、ひたむきに取り組む姿勢に感動したり、楽しそうにしている姿に元気を貰ったり、たくさ

んの思い出ができました。先生方、保護者の皆様にも、気にかけて頂き、本当に恵まれていた

と思います。春からも美術教員としてより良い授業ができるよう頑張ります。本当にありがと

うございました。 

 

佐久間 里子 先生（新発田市立紫雲寺中学校へ転出） 

 

東中学校では様々な経験をさせてもらいました。１から３学年すべての学年部をとおし、数 

学のバラプリ、英語の英作文…冬でも汗だくで教室内を駆け回りました。また、３年間担当し

たトイレ清掃ではどのフロアよりも綺麗になるように指導して来たつもりです。その期待を上

回る働きを見せてくれたのが東中の皆さんでした。そんな日々の中で、本来の免許である社会

の先生をしたいと思うに到りました。この春から、お互いに頑張りましょう。３年間お世話に

なりました。ありがとうございました。 

 

大江 和歌子 さん（新発田市立東小学校へ転出） 

 

 東中学校に、給食運搬員として２年間お世話になりました。最初は小学校と違い、片付け方

も少し変わり、不慣れではありましたが、皆さんが手際よく給食を持ってきてくれるのであり

がたかったです。毎日「ごちそうさまでした。」「おいしかったで

す。」と声をかけていただき、本当に嬉しかったです。ありがとうご

ざいました。 

 

 

○ 令和４年度、年度初めの日程について 

 

  ４月７日（木）は普段どおり登校です。生徒玄関で新学級発表です。 

  新任式、始業式、学級活動、入学式準備、下校１２：１５の予定です。 

  １３：２５より入学式を視聴してください。 

  詳しい日程や、持ち物等については各学年のたより等でご確認ください。 

  学校の教務室は３月２８日（月）～４月６日（水）まで入室禁止です。 


